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産後の肥立ちが 

女性のその後を決める 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真の赤ちゃんは、７月２８日に生まれた女の子です。 

抱っこしている女性は、太田東西の奥さんで生みの親ではありません（笑） 

 

その生みのお母さんＫさん（３７）は、今から１５年前に無月経の相談で来局。 

健康問題のほかに、就活にも婚活にも悩んでいました。 

あれから１５年。いつしかＫさんは“３児の母”となっていたのでした！ 

まさにこれぞ、「人間万事塞翁が馬
さいおうがうま

」。 

「無月経」で悩んだからこそ、今の「母の姿」があるのですね。 
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太田東西薬局を長くご利用くださっているお客様にはご理解いただいていると 

思いますが、まだ利用歴の短いお客様のために、改めて申し上げますと・・・ 

 

長くご利用いただいているお客様は、今も病気で不健康で、仕方がないから 

漢方を続けているのではありません（笑） 

 

「よりよく健康で幸せに生きていくために」続けられています。 

 

Ｋさんが１５年後に３児の母になれたのは、漢方での体質改善の結果もありますが 

一番の決め手は「太田東西薬局での面談」です。 

 

自分の無月経の原因が、クセづいたマイナス思考と深く関係があること。 

そのマイナス思考は「生い立ち」の中で形成されていたこと。 

それが人間関係にも大きく影響していたこと。 

「生きづらさ」の原因であったこと。 

 

自分の病気から、自分の問題点に気づいて、それから逃げずに向き合って 

自分のクセづいた思い方考え方を変えていった。 

ある時は、相談室で厳しく指導され悔し泣きしたこともあった。 

 

自分一人で来ていた薬局に、母が、父が、姉が、祖母が集っていった。 

だんだんと家族に「共通の行動と健康観」が生まれていった。 

おばあちゃんは臨終前まで漢方を服用して、安らかに眠りについた・・・ 

 

そうした１５年の経過の中で、家族間のコミュニケーションが深まり、お互いの 

理解も深まって、今の子育てを楽しめる自分がいた。 

 

もし、Ｋさんが無月経で悩んでいなければ太田東西薬局との縁もなかった。 

ふつうに結婚して自然に子どもも授かったかもしれない。 

でも、きっとＫさんは「子育て」で大きくつまずいたと予想されます。 

なぜなら、妊娠出産がどれほど心身に大きく影響するのか、産後の自分の体調や 

自分の生い立ちが子育てにも影響することなど、知らなかったから。 

 

 

Ｋさんは妊娠中も出産後も太田東西薬局を続けています。 

「子どもの健全な心身の育成には、まずは母親が健全であること」 

子育てが、いかに子どもの人格形成に影響を及ぼすか、学んでいるからです。 
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この図は太田東西オリジナルで、女性ホルモンの変動を示しています。 

妊娠初期から分娩直後の女性ホルモンの急上昇急降下に注目してください。 

妊娠前２００だったのが、臨月には百倍の２００００に上昇し、分娩とともに 

２０００分の１の“１０”にまで急降下するのです。 

 

昨今、核家族化と共働きのライフスタイルで、産後の肥立ちの悪いお母さん方が 

かなり目立ちます。妊娠出産は、「お産の日を持って終わり」ではありません。 

分娩直後の女性ホルモン値が、妊娠前の値に回復するまで。つまり、産後の身体が 

妊娠前の体力に戻ってはじめて完結ということです。 

 

人はとかく忙しくなればなるほど、目先の事だけに 

とらわれて、将来をしっかり見通せなくなります。 

頑張れば頑張るほど、うまくいかない悪循環・・・ 

「産後うつ」「育児ノイローゼ」「虐待」 

真面目なお母さんほど、子育てに自信をなくして 

行き詰っていると感じています。 

 

Ｋさんのように自分の健康増進を最優先する。 

家族は褥婦（出産後の女性）をフォローしていく。 

それが「愛情ある子育て」につながります。 

 

新しい命を迎えた３世代の右写真。 

ほほえましい限りです！ヽ(*´∀｀)ノ 
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小林麻央さんの死に想う 
 

乳がんで闘病中の小林麻央さんが６月に逝去されました。享年３４。 

５歳の娘さんと４歳の息子さんを遺して。 

無念だったとは思いますが、ブログを通じて自分の現状をオープンにしていくことで 

最後は現実を受容し、さわやかに旅立たれた印象を受けました。 

 

このニュースを見聞して、様々な受け止め方があったと思います。 

「かわいそう・・・」と同情した。 

「乳がんは怖い！」と不安になった。 

「乳がん検診に行かなきゃ！」と改めて思った。 

 

そんな「悲しい」「怖い」という感情だけで受け止めるレベルから 

「どうして小林さんは乳がんになったのだろう？ なぜ進行が速かったのだろう？」 

根本原因や本質を考えるレベルに上がりましょう。 

 

一般に乳がんは、未婚の女性、妊娠出産の経験のない女性、肥満の女性がなりやすい

と専門書にはあります。 

しかし、小林さんはそのいずれでもない。 

 

以下は太田東西薬局の私見です。 

 

乳がんとその進行の速さは、“産後の肥立ち”が原因と思われる。 

妊娠―出産―産後は女性にとって最も女性ホルモンが乱高下する時期。 

ホルモンバランスの乱れが、乳がん発病のきっかけとなった。 

 

ホルモンバランスが乱れる原因は、妊娠出産という「肉体的ストレス」だけではなく 

「精神的ストレス」も大きい。 

妊娠中は梨園の妻として夫の不祥事のお詫び行脚。出産後も子育てをしながら 

夫の仕事をサポート。そんな中、年子での妊娠。さらに肉体には負担がかかる。 

実際、乳がんを告知される前から、著しい倦怠感に悩まされていたそう。 

１日１日を生きるのが精一杯だったとブログにはある。 

 

嫁ぎ先に、夫に、周囲に気を使い過ぎて、自分を大切にできなかった。 

自分のことはいつも後回しにして、自分の感情も封印してきた。 

もっと体の養生に努め、自分のほんとうの心に向き合って、消化できていれば 

病気は回避できたかもしれない。 

ご冥福をお祈りいたします。 
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